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佐賀の被爆者の体験を聴く会（第1回）
を開催しました。 
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■４月２５日（月）１０時～１２時 みやき町働
く婦人の家にて、佐賀県被団協鳥栖・三養基地区
の被爆者５名の方に参加いただき、それぞれの当
時とその後の体験をお話いただきました。 
 当日はNHK、STS、佐賀新聞の取材があり、
風化していく戦争被爆体験の継承という意味で注
目されました。被爆者のそれぞれの体験が想像を
超えて心を打ち涙なしには聞けませんでした。 
 参加者一人一人が、戦争と核爆弾の悲惨さをあ
らためて語り伝えあう意味をかみしめる機会と
なったと思います。 
 平和のはなネットワーク世話人会では今回のお
話の内容を記録して、冊子にしていく予定です。 
また、佐賀の別の地区の被爆者にも参加いただけ
るよう次の体験を聴く会も計画していきます。 

【参加者のアンケートより】（抜粋） 
「被爆者の方がおられても聞きづらいこともあり 
ますが、話して頂いてとてもよかったと思います。
その時のことをありありと話して頂いて、やはり大
変な思いをされたのだということを感じました。そ
のことの結論が戦争は良くないと言われたことがと
ても印象的でした。」 
「今日出席して本当に良かったです。戦後７０年今
にも引きずっていていられて大変でしょう。私たち
も何も知らなさすぎていました。原爆の恐ろしさ。
今になって原爆が落ちて戦争が早く終わったとも
言っています。あんまりですよね。ありがとうござ
いました。伝えていこうと思いました。」 

← ３歳で長
崎で被爆され
た堤さん
（左）、広島
で１３歳の時
被爆された埋
金さん（右） 

↑ ４歳で長崎で被爆された田中さん（左）、 
  16歳で長崎で被爆された西村さん(中）、 
  17歳で長崎で被爆された森山さん(右） 

NHK、STS、佐賀新聞の取材陣 組合員25名と被爆者5名、マスコミ4名が参加しました 




